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REAPOR®
この設置ガイドはReapor®の耐用年数を最大
にするための推奨事項を説明しています。

•	 オフィスの内壁と天井、小売スペース、病院、
学校、老人介護施設

•	 鉄道や自動車道路の壁、トンネル、換気塔お
よび出口

•	 高い火災等級を必要とする用途
•	 空港、駅および駐車場
•	 機械や産業機器の筐体
•	 空調設備、工場の部屋および変電所
•	 出口、喫煙所、吹き抜けの階段およびドライ
ブスルーエリア

•	 道路の障壁、工場の囲いおよび防音壁

用途

重要設置要件
屋外用途での耐用年数、音響特性、美観を最大限にするため
に、Pyrotekは、AS 3958.1に従い、構造音響石下地（コンクリート、
ブロック壁、レンガ壁または圧縮繊維セメントボード）にReapor®
パネルをPyrotek CB接着剤を使用して取り付けることを推奨し
ます。 AS 3958.1は屋外用途で90%の接着被覆率を求めています。 
この被覆率は通常、音響パネルには6mm（0.2 in）の櫛目ごてで、
下地には10 mm (0.4 in)の櫛目ごてで、接着剤を裏に塗ることに
より達成できます。
下地表面の粗さにより厚い接着材層が必要になる場合があり
ます。 別の方法として、粗い表面を整えるために表面の下塗り
または研削を検討してください。

•	 パネルは乾いた壁または天井に取り付けてください。 パネ
ルは擁壁や防湿層より下に取り付けることは推奨されてい
ません 

•	 パネルの裏側に雨水が流入するのを防ぐために、パネル
は上端のパネル／壁の上に雨押さえ/蓋（COLORBOND® 鋼
など） を取り付けるか、またはパネルをプレキャストコンク
リート壁の凹みに埋め込む必要があります。 パネル、接着
層、25 mm (1 in)以下の下端/水切りを音響パネル上部に設
けるために、凹みは70から80 mm (2.8から3.1 in)にすることを
お薦めします

•	 底部のパネルは、しっかりと水がはけるように、また舗装等
からの水が染み込まないように水切りを設置してください

•	 屋外用途の場合、Reapor®パネルはPyrotek CB接着材を使用す
ることにより早く簡単に水平および垂直面に取り付けること
ができます

設計詳細

PYROTEK® CB接着剤を使用する

Pyrotek® CB接着剤はセメントベースの柔
軟なポリマー接着剤で優れた作業特性
を持っています。
Pyrotek® CB接着剤が気温 23°C (73°F)以上の
とき速く硬化しすぎないようにコンクリー
トなどの多孔性下地に軽く水を吹きかけ
ることができます。

Reapor®は、Liaver社の登録商標で、ディストリビューターとして Pyrotekが許可を得て使
用しています。



押し付けて、接着させ、調整をしてください。

注意:刻み目の向きは、お互い垂直になるようにします 

接着剤を6 mm (0.2 in)櫛目ごてで裏に塗ります。

ケーブルが通れるようにReaperに配線経路がつけられています。

下地に対し10 mm 

(0.4 in)櫛目ごて

パネルに対し6 mm (0.2 in)

櫛目ごてを使用

ねじる動作
ねじる動作

設置ガイド

ページ2/3
SEP-18-JA-217IG

217 I G

屋外商業用途の場合、適切な設置と熟練者による仕上げが行わ
れるようにしてください。 Reapor®は、比較的平らで、清潔で乾い
た、汚れのない表面に接着させてください。

•	 Pyrotek® CB接着剤は接着剤包装にある指示に従って混ぜ
てください

•	 すべての下地は清潔で、レイタンス、養生剤、泥、ほこり、
グリス、油そして固着を阻害する他の汚染物質がない状
態にしてください

•	 すべての下地は接着剤塗布前に清浄な水できれいにして
ください

•	 すべての離型剤と養生剤の痕跡が確実に取り除かれるよ
うコンクリート傾斜パネルの下準備に注意してください

•	 懸念がある場合、高圧洗浄機を使用してコンクリート母
材の中の細骨材を露出させて清浄な下地を準備してく
ださい

•	 塗装面は荒仕上げまたは機械的にこすって、剥離した塗
料を取り除いてください

•	 セラミックタイルを貼るのに適していない塗装面は取り除
いてください

•	 垂直に設置する際は荷重の伝達を考慮する必要がありま
す。パネルは伸縮継ぎ手をまたいではなりません

•	 垂直面については、接着剤が硬化するまで最下列のパネ
ルを支えるためにサポートを使用することを推奨します

•	 90％の接着剤被覆率は、接着剤を下地には10mm（0.4 in）
の櫛目ごてで、音響パネルには6 mm (0.2 in)の櫛目ごてで
裏に塗ることにより達成できます 

•	 下地表面の粗さの度合いにより厚い接着材の層が必要に
なる場合があります

•	 推奨されるパネル間隔はタイルスペーサーを使用して
2 mm (0.08 in)です

•	 取り付けるとき、すべての接着剤としっかりと接触させる
ため、少しねじって適度な圧力をかけてください

•	 接着剤の刻み目は残さず、タイルの下に間隙が起きない
ようにしてください(画像5を参照)

•	 平らまたは平面仕上げが必要な場合、パネルを裏返し、
面取りをした端のある面を下地に接着してください

•	 接着剤がReaper®の表面に落ちた場合、それを乾かしてか
ら研磨して取り除く必要があります

•	 タイルの接着剤がしっかりと硬化するまで、タイルを天井
に設置されたばかりの場所への立ち入りは制限してくだ
さい

設置

適切に塗布すると、接着剤の刻み
目が見えなくなります
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さらに詳しい情報と連
絡先については、弊社
のWebサイトpyroteknc.
comをご覧ください

注意事項： 仕様は予告なく変更することがあります。 この文書のデータは、独立した研究機関またはメーカーによる試験結果に基づいた平均
値の代表例であり、あくまでも目安です。 使用目的に対する適正を判断するには、意図した使用条件で材料を試験してください。 音響試験結
果により得られた結論は、独立認定試験機関が導き出したものです。 この文書の記載事項により、購入者またはユーザーが、プロジェクトの
必要性に関して製品適正判断の責任を免除されるものではありません。 メーカーによって示されたデータについては、必ず音響、機械および
消防技術者の意見を求めてください。 個別のプロジェクトは多岐にわたるため、Pyrotekは、製品の使用結果が異なっても責任を負いません。 
Pyrotekは、示されている情報のみに頼った結果生じる損害または間接損害については、責任を負いかねます。 この情報の使用またはこの情
報ページが言及する製品、プロセス、または装置の使用が第3者の特許や権利を侵害しないという保証はありません。 
免責事項: この文書には、Pyrotekの標準免責事項、保証および©著作権条項が適用されます。 pyroteknc.com/disclaimerをご覧ください。
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より詳しい情報またはお客様の特定の用途についての詳細なアドバ
イスについてはPyrotek®にご連絡ください。 

切断、溝の作成および相欠き継ぎ
•	 Reapor®パネルはどんな形にも簡単に切断、切削、相欠き継
ぎ、ハンドソーによる加工をすることが可能です

•	 大規模な工事の際には連続リムダイヤモンド石工刃を装着
した丸のこを使用することができます

•	 常に適切な防塵に配慮し、作業前に適切な防護具を確実に
装着してください

(詳しい情報についてはReapor® SDSを参照してください)

穿孔処理
•	 Reapor®パネルにケーブルやパイプアクセスのためにドリル
穴が開けられている場合、水の侵入を防ぎ、受け流すため
に適切な雨押さえを組み込む必要があります

装飾

雨押さえが機能しているか定期的に点検してください

Reaporを鉄道遮音材に設置

遮音壁の装飾面
(Reaporを防壁の後ろに設置)

風化作用
Reapor®はタイル全体に渡り同じ色と質感を持った多孔質の石
状資材です。 Reapor®は柔らかい自然石と同じように要素が自
然に風化し成熟していきます。
屋外用途では、Reapor®は白華の症状を示す場合がありますが、
これはブラシまたは水道水で洗い落とすことができます。 大抵
の場合、時間と共に雨水が徐々に堆積物を取り除き、パネルの
元の色が損なわれないようにします。
排出された水がたまって白華の堆積物が生じないよう排水が
適切になされるようにしてください。
白華はReapor®の質、音響性能または機能性に影響を及ぼし
ません。

手入れ、修理およびメンテナンス
•	 ひびが入ったまたは破損したパネルを交換してください
•	 ごみを掃除して水切りは詰りがないようにし、防湿層が破れ
ていないことを確認してください

•	 雨押さえを定期的に点検して、常に機能していることを確認
してください

•	 白華があれば、乾燥させた状態でブラシなどの道具を用い
て堆積物を払い落としてください。 表面のシミや跡を取り
除くために表面をやすり掛けして汚れを落としてください（
小さなReapor®片をやすりブロックとして使用できます。つま
りReaporをReaporで磨きます）

•	 シミが残るようであれば、ホースを使用して水で洗い流した
り、薄い石鹸水で洗い流してください。 非常に頑固な汚れ
にのみ白華除去剤を使ってください

一般メンテナンス

Reapor 天井用途


